
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目 的 

ホノルルと長岡における戦争の歴史を双方の視点で学び、「平和」について他の参加者

と意見を交わしながら深く考察すると共に、世界平和のために自分は何ができるのか

を考える。 

日 程 平成２８年１２月５日(月)～１２月１０日(土) ４泊６日 （機中１泊） 

募集人数・対象 １２人（長岡市内在住または市内の大学・高専・専門学校・高校生） 

内容（予定） 
真珠湾追悼式典出席、ハワイ大学生と平和をテーマにした意見交換や交流、戦艦ミズ

ーリ・アリゾナ記念館見学、国立太平洋記念墓地（パンチボウル）での献花 ほか 

参加費 

１１万円  

参加費に含まれるもの：航空運賃、国内移動費、ホノルル市内移動費（自由行動時は

除く）、プログラム活動費、ホテル宿泊費（朝食含む）、ガイド・通訳代 

参加費に含まれないもの：パスポート取得費、ESTA申請料、海外旅行保険料、昼食代・

夕食代、自由行動時の費用、小遣い 等 

応募締切 平成２８年９月１３日（火)長岡市国際交流協会に持参、または郵送（必着） 

選考試験 
平成２８年９月１７日(土）午後２時から（予定）   

作文試験（日本語）、英会話試験、面接試験（日本語） 

主催等 

主催：（公財）長岡市国際交流協会  

共催：長岡市  

後援：国際ソロプチミスト長岡、ホノルルフェスティバル財団、ハワイ日米協会 

旅行取扱 ㈱ＪＴＢ関東 法人営業長岡支店 

 

 

 

 

問合せ：（公財）長岡市国際交流協会  

長岡市大手通 2-2-6 ながおか市民センター１階 

電話：0258-39-2207  FAX：0258-39-2280  E ﾒｰﾙ：intlexchange@city.nagaoka.lg.jp 

 

参加生募集 

ハワイ大学生と交流 

戦艦ミズーリを見学 

真珠湾攻撃から７５年。平和とは何か、世界のみんなと話そう、伝えよう。 

姉妹都市ホノルル訪問事業 

第６回学生平和交流プログラム 
in Honolulu 



１ 対象者  下記すべての項目に当てはまる人 

(1) 市内大学・高専・専門学校・高校生、 

または市内在住・出身の大学・高専・専門学校・高校生 

(2) 原則として、事前研修会及び帰国後の報告会に全て参加できる人 

(3) 長岡・ホノルル両市の歴史・文化への関心や学習意欲のある人 

(4) 英会話等によるコミュニケーションに積極的な人 

(5) 自身の情報発信力と自主性を高める意欲のある人 

(6) 引率者の指示に従い、長岡の代表としてふさわしい行動のできる人 

(7) 家族の同意が得られる人 

(8) 帰国後も長岡市の平和交流・国際交流事業に参加または協力できる人 

 

２ 応募方法 

   別紙「応募書」に必要事項を記入のうえ、９月１３日(火)（必着）で下記へ持参、または 

  郵送してください。 
 

（公財）長岡市国際交流協会 

〒９４０－００６２ 長岡市大手通２－２－６ ながおか市民センター1階 

 

３ 選考試験 

  日 時：９月１７日(土) 午後２時から(予定) 

  会 場：ながおか市民センター（長岡市大手通２－２－６） 

  内 容：作文試験（日本語）、英会話試験、面接試験（日本語） 

 

４ 選考結果 

  ９月２７日(火)までに、本人及び各大学・高専・専門学校・高等学校長宛に通知します。 

 

５ 事前研修会等 

  以下の日程で事前研修会を実施します。 

日程(予定)：１０月１５日(土)、１０月１６日(日)、 

１1月２６日(土)、１１月２７日(日)（研修日程は変更になる可能性があります） 

内容(予定）：長岡の歴史学習、平和についてのディスカッション、ハワイ大学でのプレゼン

準備、昨年度派遣学生との意見交換など 

    そ の 他：帰国後は、広く市民への報告会を開催します。（2月頃予定） 

           翌年度の事前研修会ほか、必要に応じて体験報告など協力をお願いします。 

 

６ その他 

(1) 天災、不慮の災害、政府及び公共団体の命令、ストライキ、暴動など、不可抗力の事由

により生じた損失、怪我等、または本人の責め、その他の事由により発生した事故等に

ついては責任を負いかねます。また、これらの事情や応募人数が大幅に定員に満たなか

った場合、事業を中止する場合があります。 

(2) 参加が決定した後に、参加者の都合で参加をキャンセルする場合は、主催者や旅行取扱

業者などの規定に準じたキャンセル料を支払っていただきます。 

(3) プログラム中に撮影した写真、動画は、当協会の広報活動に利用されますので、あらか

じめご了承ください。 

 



 
第６回 学生平和交流プログラム in Honolulu 

 
日  程 （案） 

期  日 時間 内    容 滞在 

12月 5日(月) 午後 

夜 

 

午前 

午後 

・長岡出発 

・成田出発  

･････････日付変更線通過･･･････････ 

・ホノルル到着 

・戦艦ミズーリ見学 

・フォード島内戦跡・航空博物館見学 

ホテル 

12月 6日(火) 午前 

 

午後 

・えひめ丸献花 

・国立太平洋記念墓地献花 

・ホノルル庁舎訪問 

・総領事館訪問 

ホテル 

12月 7日(水) 午前 

午後 

・真珠湾追悼式典出席（アリゾナ記念館見学含む） 

・ハワイ大学で交流、平和について意見交換 
ホテル 

12月 8日(木)  終日ツアー 

・ダイアモンド・ヘッド、モアナルガーデン、他 
ホテル 

12月 9日(金) 午前 ・ホノルル発 機中泊 

12月 10日(土) 午後 ・成田着 

・長岡到着 
 

※プログラム日程は現在調整中ですので、変更になる可能性があります。 

                 

 

 



 

◆H27年度の主なプログラム概要◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

■真珠湾追悼式典出席 

真珠湾攻撃の生存者、現役・退役軍人とその家族、現役軍関係者などと共

に、真珠湾攻撃追悼式典に出席しました。式典では、ピューリッツァー賞を

受賞した D.ケネディー博士が基調講演の中で、「山本五十六は、実際は日米

開戦を避けようとしていたが、軍人としての責任を果たした」と話された事

や、当時の日系人の方々の御苦労に触れた事が特に印象的でした。 

 

■高校、大学訪問 

ホノルルのプナホウスクールを訪問し、8月に長岡を訪問し長岡の中学生

と共に「平和サミット宣言」を作り上げた同校の高校生及びセントルイス高

校生と交流したり、ハワイ大学を訪問し日本語を専攻する学生と交流するな

かで、ハワイ、平和、追悼式典についてなど、常に様々な事についての意見

や感想を求められました。日本語でも意見を言う事が難しい内容を、英語で

発表するのは一層困難であったかもしれませんが、平和をきちんと考え発表

する長岡の参加者の姿勢は好意を持って受け取られ、高く評価されました。 

 

■ワシントンプレイス、市庁舎、総領事館訪問 

ハワイ州知事公舎であるワシントンプレイスでは、優しさと教育に対す 

る熱意が印象的であった知事夫人から歓迎の言葉をいただきました。 

ホノルル市庁舎では、「青少年は発想力が豊かで面白い意見があるので 

市政の取り組みの参考にしたい」とホノルル市経済開発部長が長岡の学生 

の意見に耳を傾けてくださいました。 

在ホノルル日本国総領事館を訪問した際には、三澤総領事ご夫妻から御 

対応いただき、「海外に出る前にはまず日本の事を知っている事が大切」と 

いうアドバイスをいただきました。 

豊富な知識と経験、そして強さと優しさを兼ね備えたそれぞれの方々と 

の出会いは、学生達の大きな財産になりました。 

 

■施設見学 

①戦艦ミズーリ・フォード島・太平洋航空博物館   

戦艦ミズーリでは真珠湾攻撃の際に日本の戦闘機が激突した凹みが生々 

しく残る戦艦の側面を見たり、日米講和条約の調印式が行われた甲板で調 

印文書を見るなどし、フォード島では地面に残る日本軍の銃撃や爆撃の跡 

を見学し、太平洋航空博物館では真珠湾攻撃の際の日本軍の航空機を見る 

など、歴史的にも重要な場所に身を置き、気が引き締まる思いでした。 

②国立太平洋記念墓地（パンチボウル）での献花 

第一次、第二次世界大戦やベトナム戦争で戦死した 2万人以上の軍人が 

埋葬されており、今もなお戦死する軍人が埋葬されているパンチボウルで 

国を守るため、家族を守るために命を落とした多くの軍人に敬意を払い献 

花を行いました。 

③えひめ丸での献花 

えひめ丸追悼記念碑を訪れ、同じ世代である高校生が命を落としたえひ 

め丸事故に関する当時の話を聞くほか、悲しい事故ではありましたが、そ 

こから宇和島市とホノルル市の姉妹都市交流が生まれたというお話しを聞 

きました。  

 

 

 

 

 

 


